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《題字の変更について》
　会員減少に歯止めがかからない中、広報誌の題字を変更して気分一新を図りたいため、新題字揮毫は市老連副会長高橋三穂氏（号は栖霞）に依頼しました。

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度 

岡
山
市
老
連

岡
山
市
老
連

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

５
月
26
日
㈮
、
岡
山
市
立
市
民
文

化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
令
和
５
年
度
岡

山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
定
時
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
典
で
は
、
高
橋
副
会
長
に

よ
る
開
会
の
こ
と
ば
、
国
歌
斉
唱
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
物

故
者
へ
の
黙
祷
に
続
い
て
、
遠
藤
会

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
（
３

面
参
照
）。

　

今
年
度
は
久
し
ぶ
り
に
来
賓
を
迎

え
て
の
開
催
で
、
大
森
雅
夫
市
長
、

田
口
裕
士
市
議
会
議
長
、
内
田
通
子

市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
来
賓
紹

介
、
祝
電
披
露
を
経
て
議

案
の
審
議
へ
と
移
り
ま
し

た
（
議
事
は
２
面
参
照
）。

内田市社協会長内田市社協会長 田口市議会議長田口市議会議長 大森市長大森市長
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議
事
は
会
則
の
定
め
に
よ
り
遠

藤
会
長
が
議
長
を
務
め
、
最
初
に

正
総
会
員
５
０
１
名
中
、
過
半
数

以
上
と
な
る
出
席
者
79
名
・
委
任

状
提
出
２
６
６
名
の
同
意
を
得
て

総
会
成
立
の
旨
が
報
告
さ
れ
た

後
、
以
下
の
事
項
が
報
告
・
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

【
報
告
事
項
】

①
令
和
５
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

②
令
和
５
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

③
令
和
４
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

④�

役
員
等
旅
費
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑤�

職
員
旅
費
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑥�

一
般
社
団
法
人
岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
費
用
弁
償
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

◦
第
１
号
議
案

　

令
和
４
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

　
（
貸
借
対
照
表
・
正
味
財
産
増
減
計

　

�

算
書
・
財
産
目
録
）（
監
査
報
告
書
）

◦
第
２
号
議
案

　

�

一
般
社
団
法
人
岡
山
市
老
人
ク

　

�

ラ
ブ
連
合
会
役
員（
理
事
・
監
事
）

選
任
の
件
に
つ
い
て

　

質
疑
応
答
の
後
、
す
べ
て
の
議

案
が
満
場
一
致
の
拍
手
を
も
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
臨

時
理
事
会
が
開
か
れ
会
長
な
ら
び

に
副
会
長
が
決
定
、
一
同
が
壇
上

で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

遠
藤
会
長
の
も
と
、
新
た
な
決

意
を
胸
に
定
時
総
会
は
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。

　

休
憩
後
に
行
わ
れ
た
「
健
康
づ

く
り
講
演
会
」
は
４
面
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

役 職 名 氏　名 選 出 区
会　 長 遠藤 　　剛 北 区 東 老 連
副 会 長 小泉 　三郎 北 区 東 老 連
副 会 長 高橋 　三穂 北 区 西 老 連
副 会 長 影山 　廣和 中 区 老 連
副 会 長 入澤 　桂子 南 区 老 連
副 会 長 片山 　　清 東 区 老 連
副 会 長 秋山 　佳子 女 性 部 会
理　 事 瀧本 　幸弘 北 区 東 老 連
理　 事 喜多 　一博 北 区 西 老 連
理　 事 藤木 省一郎 中 区 老 連
理　 事 戸田 　　隆 南 区 老 連
理　 事 川合 　　宏 東 区 老 連
監　 事 古好 　秀男 中 区 老 連
監　 事 曽我 　堯一 東 区 老 連

任期：令和７年度定時総会終結の時まで
令和５年度 岡山市老連役員名簿

令和５年度 岡山市老連定時総会

会長ならびに副会長の紹介会長ならびに副会長の紹介
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令
和
５
年
度
の
定
時
総
会
開
催

に
あ
た
っ
て
、
ひ
と
言
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
よ
う

や
く
沈
静
化
の
兆
し
が
見
え
、
そ

の
扱
い
も
「
５
類
感
染
症
」
へ
と

変
更
に
な
り
ま
し
た
。
数
多
く
の

行
事
が
元
の
状
態
に
戻
り
つ
つ
あ

る
中
、
私
た
ち
岡
山
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
も
、
４
年
ぶ
り
に
本
来

の
形
で
総
会
を
開
催
で
き
ま
し
た

こ
と
を
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
制
限
さ
れ
、
制

約
を
受
け
停
滞
し
て
い
た
わ
れ
わ

れ
の
活
動
で
す
が
、
制
限
が
緩
和

さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
元

に
戻
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
高
齢
者
に
と
っ
て
、
集

ま
っ
て
動
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
身
体
能
力
が
自
然
に
低
下
し
ま

す
。
ま
た
、
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き

な
い
と
、
物
事
に
即
座
に
対
応
す

る
思
考
力
・
判
断
力
が
鈍
化
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
発
散
も

で
き
ま
せ
ん
。
一
同
に
集
ま
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
と
仲
間
意
識

が
低
下
し
、
会
員
の
安
否
確
認
も

困
難
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
今
ま

で
は
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
当
た

り
前
の
こ
と
が
、
い
か
に
大
切
な

こ
と
で
あ
っ
た
の
か
と
痛
感
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
、老
人
ク
ラ
ブ
は
会
員
数
・

ク
ラ
ブ
数
と
も
年
々
減
少
の
一
途

を
た
ど
り
、
歯
止
め
が
か
か
り
ま

せ
ん
。
仲
間
と
集
ま
れ
な
い
、
話

も
で
き
な
い
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、

何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

世
代
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
者
が
集

ま
る
場
所
〝
通
い
の
場
〞
が
必
要

不
可
欠
な
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

３
年
間
の
空
白
を
取
り
戻
す
た
め

に
も
、
会
員
同
士
の
語
ら
い
の
場

を
今
ま
で
以
上
に
持
た
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
予
防
対
策
を
充
分
に

し
た
上
で
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
共
生
社
会

を
築
く
活
動
を
と
も
に
推
し
進
め

て
き
た
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
、
そ
の

担
い
手
と
な
る
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

が
減
少
し
て
い
る
と
い
う
、
非
常

に
嘆
か
わ
し
い
状
態
が
続
い
て
い

る
の
が
、
今
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
実

態
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て

も
、
私
た
ち
岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
で
は
、
す
べ
て
の
会
員
が

意
欲
的
に
活
動
し
、
自
ら
の
能
力

に
応
じ
た
役
割
を
果
た
し
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
、
仲
間
と

と
も
に
生
き
が
い
を
築
い
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き
関
係
各
所

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

強
固
な
組
織
づ
く
り
を
し
、
盤
石

の
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

一
般
社
団
法
人
岡
山
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会　

長　

会　

長　

遠
藤
　
　
剛

遠
藤
　
　
剛

総
会
ご
あ
い
さ
つ

総
会
ご
あ
い
さ
つ

令和５年度 岡山市老連定時総会
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令
和
５
年
度
「
健
康
づ
く
り
講

演
会
」
は
、
講
師
に
岡
山
市
済
生

会
総
合
病
院
か
ら
内
科
主
任
医
長

の
犬
飼
道
雄
先
生
、
栄
養
科
科
長

の
大
原
秋
子
氏
を
お
招
き
し
、「
元

気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
〜
よ
く

食
べ
て
よ
く
動
く
〜
」
と
題
し
た

講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆

　

ま
ず
は
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命

の
話
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
岡
山
県
の

女
性
は
平
均
寿
命
が
全
国
１
位
で
、

そ
の
理
由
と
し
て
食
事
が
関
係
し

て
い
る
と
犬
飼
先
生
は
説
き
ま
す
。

次
に
高
齢
者
を
元
気
に
す
る
食
事

と
は
何
か
を
、
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
挙
げ
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
ま
ず
は
適
切
に
太
る

　�

太
り
過
ぎ
は
良
く
な
い
が
、

痩
せ
る
の
は
も
っ
と
良
く

あ
り
ま
せ
ん
。
体
重
の
変

化
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
た
ん
ぱ
く
質
を
と
る

　�

栄
養
補
助
食
な
ど
で
食
事

を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

③
高
齢
者
の
経
過
を
知
る

　�

フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な
い
よ

う
、
時
期
に
合
わ
せ
た
介

入
が
必
要
で
す
。

④
食
力
を
整
え
る

　�

加
齢
に
負
け
な
い
身
体
づ
く
り

で
、
元
気
に
お
い
し
く
食
事
を

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
い
つ
も
元
気
で
い
て
も
ら
う

　�

社
会
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
栄
養
失
調（
低
栄
養
）

は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
フ
レ
イ
ル
も
体

重
の
減
少
や
筋
力
低

下
、
運
動
不
足
な
ど

で
陥
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
フ
レ
イ
ル
に

な
ら
な
い
た
め
の
３

本
柱
は
「
栄
養
」「
運

動（
身
体
活
動
）」「
社
会
参
加
」で
、

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は
フ
レ
イ
ル
予

防
に
す
ご
く
適
し
て
い
る
と
、
犬

飼
先
生
は
説
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
大
原
氏
が
効
率
よ
く
食

事
を
摂
取
す
る
方
法
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
。
そ
の
中
で
「
高
齢
に
な
る
と

食
事
が
お
っ
く
う
と
い
う
人
も
多

い
の
で
、
た
ま
に
は
家
族
や
仲
間

と
お
店
に
出
か
け
ま

し
ょ
う
。
誰
か
と
一

緒
に
食
べ
る
こ
と
で

食
欲
が
わ
い
て
、
食

事
が
楽
し
く
な
り
ま

す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

令和５年度 岡山市老連定時総会

岡山済生会総合病院岡山済生会総合病院
　　内　科��主任医長　内　科��主任医長　犬飼　道雄犬飼　道雄�先生�先生
　栄養科��科長　　　　栄養科��科長　　　大原　秋子大原　秋子�氏�氏

筋肉量をチェックする「指輪っかテスト」筋肉量をチェックする「指輪っかテスト」
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※�今後の新型コロナウイルス感染拡大状況などにより、開催延期または中止となる場合があります。

令和 5 年度 岡山市老連事業予定表

月 日 事業名 開催場所

５月 26日㈮ 定時総会・健康づくり講演会 市民文化ホール

６月 20日㈫ 第45回�健幸福祉演芸大会 市民文化ホール

７月
10日㈪ 高齢者地域リーダー研修会 市役所７階�大会議室

20日㈭ 高松市・岡山市老人クラブ交流演芸大会 市民文化ホール

８月 7日㈪〜9日㈬ 第48回�老人趣味の作品展 市役所１階�市民ホール

９月

12日㈫ シニア教養講座 勤労者福祉センター５階�体育集会室

20日ごろ 全国一斉「社会奉仕の日」 各地区（単位クラブ）

28日㈭ 第33回�老人クラブグラウンド・ゴルフ大会
��※予備日：9月29日㈮、10月5日㈭、10月6日㈮

六番川水の公園
多目的広場

10月
18日㈬ 第15回�老人クラブペタンク交流大会

��※予備日：10月20日㈮
六番川水の公園
多目的広場

27日㈮ 岡山市・高松市老人クラブ交流グラウンド・ゴルフ大会
��※予備日：11月30日㈭

高松市東部運動公園
香川県総合運動公園

11月 14日㈫ 第60回�岡山市高齢者福祉大会 市民文化ホール

令和６年２月頃 校区会長研修会 未　定

年２回（７月・１月） 広報誌「桃太郎シニア岡山」の発行

令和５年度 全老連等事業予定表

月 日 事業名 開催場所

７月 6日㈭〜7日㈮ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会 山口県山口市

10月 28日㈯〜31日㈫ 全国健康福祉祭（ねんりんピック）愛顔のえひめ2023 愛媛県

11月 8日㈬〜9日㈭ 第52回�全国老人クラブ大会 秋田県
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小唄「正調博多節」小唄「正調博多節」
（追分シニアクラブの皆さん）（追分シニアクラブの皆さん）

民踊「秋田おばこ甚句」民踊「秋田おばこ甚句」
（徳吉長寿会の皆さん）（徳吉長寿会の皆さん）

民舞「会津喜多方蔵の里歌」民舞「会津喜多方蔵の里歌」
（芳田第７老人クラブの皆さん）（芳田第７老人クラブの皆さん）

ダンス「お嫁サンバ」ダンス「お嫁サンバ」
（泉田白寿会の皆さん）（泉田白寿会の皆さん）

フラダンス「ハワイ航空便」フラダンス「ハワイ航空便」
（福成松緑会の皆さん）（福成松緑会の皆さん）

創作ダンス「年下の男の子」創作ダンス「年下の男の子」
（彦崎学区老人会の皆さん）（彦崎学区老人会の皆さん）

傘おどり「きよしのズンドコ節」傘おどり「きよしのズンドコ節」
（四ツ谷親和会の皆さん）（四ツ谷親和会の皆さん）

傘おどり「ねぶた男肌」傘おどり「ねぶた男肌」
（田益桃寿会の皆さん）（田益桃寿会の皆さん）

　

６
月
20
日
㈫
、
岡

山
市
民
文
化
ホ
ー
ル

に
お
い
て
第
45
回
健

幸
福
祉
演
芸
大
会
が

開
催
さ
れ
、
27
組
の

出
演
者
が
出
演
。
素

晴
ら
し
い
芸
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
主

催
者
を
代
表
し
て
遠
藤
会
長
が
開
会
あ
い
さ
つ

を
行
っ
た
後
、
大
森
市
長
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
、
市
老

連
活
動
へ
の
力
強
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

次
に
、
来
賓
紹
介
と
祝
辞
の
代
読
が
行
わ
れ
、

演
芸
大
会
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
、
追
分
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
に
よ
る
小
唄
『
正
調
博
多
節
』。
し
っ

と
り
と
し
た
和
の
雰
囲
気
が
会
場
を
包
み
込
ん

で
い
き
ま
す
。
そ
の
後
も
民
踊
、
ダ
ン
ス
、
日

本
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
演
目

が
登
場
。
出
演
者
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
存

分
に
発
揮
し
、
観
客
は
そ
の
熱
演
に
拍
手
と
声

援
で
応
え
る
な
ど
、
ま
さ
に
会
場
一
体
と
な
っ

て
演
芸
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
大
会
の
出
演
者
の
中
か
ら
選
抜
15

名
が
７
月
開
催
の
高
松
市
老
連
と
の
合
同
演
芸

大
会
に
出
場
さ
れ
る
発
表
が
あ
り
、
客
席
か
ら

再
び
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。
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演
歌
「
０
時
の
終
列
車
」

演
歌
「
０
時
の
終
列
車
」

（
矢
吹

（
矢
吹    

元
市
さ
ん
）

元
市
さ
ん
）

舞
踊
「
儚
か
な
川
」

舞
踊
「
儚
か
な
川
」

（
細
川

（
細
川    

和
子
さ
ん
）

和
子
さ
ん
）

日
本
舞
踊
「
一
剣
」

日
本
舞
踊
「
一
剣
」

（
西
田

（
西
田    

一
雄
さ
ん
）

一
雄
さ
ん
）

演
歌
「
南
部
蝉
し
ぐ
れ
」

演
歌
「
南
部
蝉
し
ぐ
れ
」

（
原
田

（
原
田    

文
治
さ
ん
）

文
治
さ
ん
）

舞
踊
「
人
生
太
鼓
」

舞
踊
「
人
生
太
鼓
」

（
梶
原

（
梶
原    

静
子
さ
ん
）

静
子
さ
ん
）

演
歌
「
刃
傷
松
の
廊
下
」

演
歌
「
刃
傷
松
の
廊
下
」

（
藤
原

（
藤
原    

正
夫
さ
ん
）

正
夫
さ
ん
）

演
歌
「
命
く
れ
な
い
」

演
歌
「
命
く
れ
な
い
」

（
梶
原

（
梶
原    

益
江
さ
ん
）

益
江
さ
ん
）

歌
「
ア
イ
ヤ
子
守
唄
」

歌
「
ア
イ
ヤ
子
守
唄
」

（
岩
本

（
岩
本    

日
出
雄
さ
ん
）

日
出
雄
さ
ん
）

歌
「
日
向
岬
」

歌
「
日
向
岬
」

（
森
山

（
森
山    

啓
子
さ
ん
）

啓
子
さ
ん
）

演
歌
「
南
部
蝉
し
ぐ
れ
」

演
歌
「
南
部
蝉
し
ぐ
れ
」

（
江
見

（
江
見    
清
秀
さ
ん
）

清
秀
さ
ん
）

日
本
舞
踊
「
岡
山
城
」

日
本
舞
踊
「
岡
山
城
」

（
羽
場

（
羽
場    

節
子
さ
ん
）

節
子
さ
ん
）

歌「歌「
逢
い
に
き
ま
し
た
お
父
さ
ん

逢
い
に
き
ま
し
た
お
父
さ
ん
」」

（
小
橋

（
小
橋    

一
光
さ
ん
）

一
光
さ
ん
）

演
歌
「
ひ
ば
り
の
佐
渡
情
話
」

演
歌
「
ひ
ば
り
の
佐
渡
情
話
」

（
上
村

（
上
村    

恵
美
子
さ
ん
）

恵
美
子
さ
ん
）

演
歌
「
お
吉
」

演
歌
「
お
吉
」

（
小
橋

（
小
橋    

智
子
さ
ん
）

智
子
さ
ん
）

詩
吟「
詩
吟「
後
夜
仏
法
僧
鳥
を
聞
く

後
夜
仏
法
僧
鳥
を
聞
く
」」

（
小
山

（
小
山    

秀
俊
さ
ん
）

秀
俊
さ
ん
）

日
本
舞
踊
「
長
良
川
艶
歌
」

日
本
舞
踊
「
長
良
川
艶
歌
」

（
岡
田

（
岡
田    

八
重
子
さ
ん
）

八
重
子
さ
ん
）

演
歌
「
雪
国
」

演
歌
「
雪
国
」（

人
見

（
人
見    

昭
さ
ん
）

昭
さ
ん
）

日
舞
「
祝
い
船
」

日
舞
「
祝
い
船
」

（
岡
（
岡    

坂
恵
さ
ん
）

坂
恵
さ
ん
）

演
歌
「
人
生
一
路
」

演
歌
「
人
生
一
路
」

（
土
谷

（
土
谷    

勝
子
さ
ん
）

勝
子
さ
ん
）
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私たちの地域を紹介します
　

こ
ん
に
ち
は
。
私
の
ク
ラ
ブ﹃
大

正
町
老
人
ク
ラ
ブ
﹄
は
結
成
11
年

目
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
５
年

前
に
「
北
区
西
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
」
の
副
会
長
に
就
任
し
、
年
２

回
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、

年
１
回
の
ペ
タ
ン
ク
大
会
の
運
営

を
会
長
は
じ
め
他
の
役
員
と
と
も

に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
研
修
会
で
は
地
元

会
長
の
協
力
を
得
て
高
松
最
上
稲

荷
、吉
備
津
神
社
及
び
周
辺
散
策
、

庭
瀬
地
区
名
勝
巡
り
な
ど
を
行
い

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
開
催
中
止
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

当
連
合
会
と
し
て
は
以
前
紹
介

し
ま
し
た
岡
山
駅
西
口
地
域
で
公

園
・
広
場
が
な
い
た
め
３
年
前
に

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
を
体

育
協
会
会
長
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
お
願
い
し
、
月
１
回
半
日
の
使

用
を
獲
得
し
﹃
暇
人
ク
ラ
ブ
﹄
を

立
ち
上
げ
、
毎
回
十
数
人
が
集
ま

り
技
術
向
上
と
親
睦
が
深
ま
り
各

自
の
健
康
へ
の
情
報
交
換
の
場
と

も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
回
ほ
ど
協
賛
と
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
会
員
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。
３

月
に
単
独
ク
ラ
ブ
の
初
の
大
会
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
残
念
な
が

ら
雨
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

の
終
息
を
願
い
、
天
候
と
に
ら
め

っ
こ
し
な
が
ら
有
志
と
と
も
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
求
め
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

北　区北　区

11
年
目
を
迎
え
て

石
井
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

大
正
町
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

喜
多
　
一
博

　令和５年１月19日㈭、20日㈮、21日㈯
の３日間にわたり、瀬戸公民館１階ロビー
で東区老連主催「第８回趣味の作品展」が
開催されました。
　手芸や絵画、陶芸など66点の力作が会
場を彩り、来場者の目を楽しませました。
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私たちの地域を紹介します
　

平
成
の
大
合
併
と
共
に
、
岡
山

市
に
編
入
し
て
以
来
「
地
域
と
の

絆
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
36
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
、
会
員
数
１
６
２
８
名
で

知
恵
を
絞
り
無
理
・
無
駄
の
無
い

運
営
を
役
員
を
中
心
と
し
て
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。

　

奇
数
年
度
末
の
役
員
改
選
か
ら

始
ま
り
、
岡
山
市
老
連
の
計
画
書

に
基
づ
き
、
会
員
の
動
静
な
ど
か

ら
計
画
準
備
を
進
め
毎
年
度
の
各

事
業
が
進
行
し
ま
す
。
少
子
高
齢

化
時
代
の
流
れ
に
負
け
ぬ
よ
う
、

若
者
（
各
学
区
体
育
協
会
）
と
の

連
携
を
密
に
し
諸
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は「
親
子
三

代
」の
推
進
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ

ー
ツ
を
通
じ
、
和

や
か
な
大
会
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

４
月
の
第
４
日
曜

日
の「
な
だ
さ
き
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
」

に
は
灘
崎
地
域
総

動
員
で
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
、
消
防
車
・
耐
震
体

験
や
ミ
ニ
S
L
・
輪
投
げ
等
各
町

内
会
の
出
店
、
各
町
内
事
業
団
に

よ
る
出
店
「
食
と
文
化
」
の
一
日

で
す
。

　

中
学
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
し
て
は
、
毎
月
第
１
月
曜
日
に

開
催
さ
れ
る
「
通
信
式
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
記
録
会
」
を

通
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
月
１
１
０
余
名
が
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
大
会
日
10

時
ま
で
に
各
地
域
の
世
話

人
か
ら
成
績
結
果
が
入

り
、
上
位
10
名
を
そ
の
日

に
表
彰
し
ま
す
。
年
に
２

回
入
賞
者
に
よ
る
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
も
実
施
し
ま
す
。

　

９
月
に
は
地
域
高
齢
者
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
11
月
の
灘
崎

カ
ッ
プ
親
子
三
代
G
G
大
会
、
２

月
の
「
灘
崎
地
域
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
」
な
ど
、
大
会
役
員
は
知
恵

を
絞
り
大
勢
の
参
加
者
が
集
ま
る

大
会
と
な
る
よ
う
年
々
進
化
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
「
継
続
は
力
な
り
！！
」・「
が
ん

ば
ろ
う
灘
崎
」
を
掲
げ
、
更
な
る

地
域
と
の
絆
を
ス
ク
ラ
ム
組
ん
で

頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

南　区南　区

コ
ロ
ナ
禍
で
の「
地
域
と
の
絆
」を
結
ぶ

灘
崎
中
学
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

彦
崎
西
部
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

若
松
　
　
勲

当日のランク別優勝者当日のランク別優勝者

【問い合わせ先】
岡山市老人クラブ連合会事務局
☎０８６（２３２）１１０２

あなたの入会をあなたの入会を
みんなで待っています！みんなで待っています！

楽しいイベントがいっぱい！楽しいイベントがいっぱい！
ぜひともご参加ください！ぜひともご参加ください！
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私たちの地域を紹介します
　

活
動
の
き
っ
か
け
は
、
地
域
の

人
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
場
所
が

出
来
れ
ば
い
い
な
ぁ
と
思
い
珈
琲

サ
ロ
ン
「
珈
琲
ふ
じ
木
」
を
5
年

前
に
始
め
ま
し
た
。
始
め
る
に
あ

た
っ
て
室
内
の
塗
装
な
ど
の
改
修

作
業
を
地
域
の
人
が
手
伝
っ
て
く

だ
さ
り
机
や
イ
ス
、
絵
画
、
ス
テ

ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
譲
り
受
け
た
も

の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
サ
ロ
ン
は
誰
で

も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
方
を
中
心
に
毎
日

約
15
人
の
方
が
来
ら
れ
、
情
報
交

換
を
し
た
り
、
自
由
に
過
ご
し
て

い
ま
す
。
散
歩
の
つ
い
で
に
来
ら

れ
た
り
、
ネ
ッ
ト
で
知
っ
て
初
め

て
来
ら
れ
る
方
な
ど
様
々
で
す
。

特
別
に
何
か
す
る
事
を
決
め
て
い

る
の
で
は
な
く
、
来
ら
れ
た
方
が

自
然
体
で
過
ご
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
人
生
経
験
を

積
ん
だ
方
が
来
ら
れ
る
の

で
、
話
を
聞
く
だ
け
で
新

た
な
知
識
を
得
る
こ
と
が

出
来
、勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

活
動
の
現
状
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
思
う
よ
う
に
外

出
で
き
な
い
中
、
近
所
に

集
ま
る
場
所
が
あ
る
こ
と

は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
方
も
多
い

た
め
気
軽
に
参
加
で
き
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
ホ
ッ

と
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
近
く
の

公
園
で
毎
週
地
域
の
老
人

会
の
メ
ン
バ
ー
14
〜
15
人

が
ペ
タ
ン
ク
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
だ
後
や
小
さ
い
子
供

を
連
れ
た
親
子
な
ど
、
い

ろ
ん
な
人
が
立
ち
寄
っ
て

く
れ
て「
地
域
の
居
場
所
」

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
時
に
は
お
互
い

に
自
宅
で
手
作
り
し
た
物

を
持
ち
寄
っ
て
過
ご
し
て

い
ま
す
。
入
口
や
店
内
に

は
地
域
の
人
が
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
る
季
節
の
お
花
が
沢
山

あ
り
、
地
域
の
人
の
温
か
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。
中
に
は
毎
日
来
ら

れ
る
方
も
い
ま
す
。
そ
の
方
の
顔

が
見
え
な
い
と
、
ど
う
し
た
の
だ

ろ
う
と
心
配
に
な
り
ま
す
。
普
段

よ
く
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
に
気
付

く
こ
と
が
出
来
た
り
「
お
互
い
に

気
に
掛
け
合
う
」
こ
と
が
自
然
に

出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
普
段
か
ら
の
関
係
性
が

と
て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
日
曜
日
以
外

の
毎
日
開
く
の
は
大
変
で
す
が
、

い
ろ
ん
な
人
と
会
話
が
出
来
る
の

が
と
て
も
良
い
で
す
。
学
区
内
に

は
ふ
れ
あ
い
広
場
や
体
操
教
室
な

ど
の
集
ま
る
場
所
が
少
な
く
、
こ

の
様
な
活
動
を
広
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
が
、
活
動
で
き
る
場

所
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後

は
少
し
イ
ベ
ン
ト
を
取
り
入
れ
て
、

人
と
人
と
を
繋
ぐ
よ
う
な
居
場
所

に
な
れ
ば
い
い
な
ぁ
を
考
え
て
い

ま
す
。

中　区中　区

人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
活
動

旭
操
小
学
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

湊
あ
ず
ま
会
会
長

藤
木
省
一
郎

「珈琲ふじ木」で過ごす憩いの時間「珈琲ふじ木」で過ごす憩いの時間

ペタンクを楽しむペタンクを楽しむ

岡山市老人クラブ連合会のホームページが８月オープン！岡山市老人クラブ連合会のホームページが８月オープン！
https://h002okayamashi.wixsite.com/senior-okayamahttps://h002okayamashi.wixsite.com/senior-okayama
活動報告や大切なお知らせなど随時更新！  たくさんのアクセスをお待ちしています！活動報告や大切なお知らせなど随時更新！  たくさんのアクセスをお待ちしています！
まずは左のＱＲコードを読み込んで、ホームページにアクセスしてください！まずは左のＱＲコードを読み込んで、ホームページにアクセスしてください！
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私
は
小
さ
い
頃
か
ら
走
り
回

る
こ
と
が
大
好
き
で
、
弟
と
一

緒
に
よ
く
遊
ん
だ
。
小
学
校
の

時
か
ら
先
生
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
や
ら
さ
れ
、
夢
中
に
な
る
。

中
学
時
代
部
活
で
化
学
部
と
陸

上
部
に
入
部
。
化
学
部
で
化
学

実
験
を
少
々
し
た
。
陸
上
部
で

は
走
り
高
跳
び
と
鉄
棒
を
し
、

鉄
棒
が
面
白
く
、
練
習
し
て
い

る
と
出
来
る
も
の
で
大
車
輪
と

飛
び
降
り
が
同
時
に
出
来
る
様

に
な
っ
た
。

　

こ
の
様
に
運
動
が
大
好
き
な

私
だ
か
ら
、20
歳
に
な
っ
た
時
、

会
社
の
同
僚
に
誘
わ
れ
て
行
っ

た
ス
キ
ー
は
気
持
ち
が
良
く
最

高
で
し
た
。
夢
中
に
な
っ
て
82

歳
の
現
在
も
続
け
て
い
る
。
ス

キ
ー
行
に
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ

る
。
そ
れ
は
「
ホ
ワ
イ
ト
ア
ウ

ト
」
を
経
験
し
た
こ
と
だ
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
で
の
こ

と
、
イ
タ
リ
ア
の
街
中
か
ら
ゴ

ン
ド
ラ
リ
フ
ト
に
乗
り
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
山
脈
に
入

山
、
フ
ラ
ン
ス
領
、
ド
イ
ツ
、

ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア
へ
と
周
る

コ
ー
ス
で
の
こ
と
、
見
渡
す
限

り
銀
世
界
、
雪
景
色
の
み
。
ガ

イ
ド
か
ら
言
わ
れ
た
の
は
自
分

の
黒
い
手
袋
を
見
な
さ
い
、
ホ

ワ
イ
ト
ア
ウ
ト
は
防
止
出
来
る

と
の
こ
と
で
す
（
私
の
は
白

い
）。
い
つ
の
ま
に
か
自
分
の

目
と
脳
が
雪
景
色
の
白
で
狂
い

崖
っ
ぷ
ち
が
一
面
の
平
ら
に
見

え
、
約
７
〜
８
ｍ
の
高
い
崖

の
上
か
ら
ス

キ
ー
板
を
着

け
た
ま
ま
落

下
、
雪
の
上

に
転
ん
で
い

た
。
怪
我
が

無
く
安
心
し

た
。

　

先
日
、
朝
霧
が
ひ
ど
く
瀬
戸

大
橋
か
ら
の
景
色
は
全
然
見
え

ず
、
天
気
を
心
配
し
な
が
ら
四

国
ま
ん
の
う
公
園
に
到
着
し
ま

し
た
。
園
内
を
散
策
し
て
い
る

と
、
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
花
が
一
面
に
咲
き
誇
っ

て
お
り
、
心
が
癒
さ
れ
、
友
人

と
も
笑
顔
で
話
が
弾
ん
で
い
ま

し
た
。
場
所
を
変
え
て
み
る
と

ネ
モ
フ
ィ
ラ
が
斜
面
い
っ
ぱ
い

に
咲
い
て
お
り
、
美
し
さ
に
見

事
の
声
が
自
然
に
出
て
い
ま
し

た
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚

き
ま
し
た
。
園
内
は
手
入
れ
が

行
き
届
い
て
お
り
、
四
季
折
々

の
花
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
知

り
、
ま
た
訪
問
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
空
を
見
上
げ
る

と
天
候
も
回
復
し
て
お
り
、
良

か
っ
た
と
安
心
し
て
次
に
向
か

い
ま
し
た
。

　

マ
イ
ン
ト
ピ
ア
別
子
に
到
着

す
る
。
四
国
山
脈
の
中
を
専
用

バ
ス
に
乗
り
、
東と

う
な
る平

と
い
う
名

の
広
い
場
所
を
見
学
、
資
料
館

等
が
あ
り
説
明
を
聞
き
ま
し

た
。驚
い
た
の
は
江
戸
時
代（
元

禄
）
に
銅
が
発
見
さ
れ
て
、
そ

れ
か
ら
約
３
０
０
年
掘
り
続
け

た
そ
う
で
す
。
標
高
１
３
０
０

メ
ー
ト
ル
か
ら
地
下
１
０
０
０

メ
ー
ト
ル
ま
で
掘
り
下
げ
て
い

る
こ
と
等
、
高
低
差
２
０
０
０

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
作
業
に
歴

史
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
に
驚

き
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
説
明
に
よ
る
と
、
明

治
時
代
に
鉄
道
、
索
道
、
水
力

発
電
等
が
進
み
、
人
力
か
ら
動

力
に
変
化
し
て
採
鉱
は
進
歩
し

て
き
た
そ
う
で
す
。
最
盛
期
に

は
１
万
人
を
超
え
、
住
居
、
学

校
、
病
院
、
買
い
物
等
生
活
に

必
要
な
も
の
が
標
高
７
５
０
メ

ー
ト
ル
か
ら
１
３
０
０
メ
ー
ト

ル
の
間
に
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
東
平
地
区
で
採
鉱
、
選
鋼

場
所
跡
の
史
跡
が
見
学
で
き
ま

す
。
歴
史
の
中
で
い
ろ
ん
な

災
害
、
困
難
な
問
題
を
乗
り

越
え
て
来
た
と
思
い
ま
す
が
、

１
９
７
３
年
３
月
に
閉
山
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
東
洋
の
マ
チ

ュ
ピ
チ
ュ
の
愛
称
で
観
光
に
来

る
人
が
増
え
て
い
る
そ
う
で

す
。
と
て
も
素
晴
ら
し
く
記
憶

に
残
る
旅
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
紹
介

朝
日
地
区

会
長
奈
爪
　
博
志

私
の
旅
行
記

出
石
あ
く
ら
ク
ラ
ブ

中
川
　
光
栄
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本
年
４
月
末
現

在
、
岡
山
県
内
で

は
交
通
事
故
に
よ

り
13
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
約
半
数
の
６
人
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、ま
た
、

こ
の
６
人
の
う
ち
５
人
は
75
歳

以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ
》

　

四
輪
運
転
中
の
高
齢
者
が
第

1
当
事
者
と
な
る
死
亡
事
故
は

５
件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
４
件
は
追
突
、
正
面
衝
突
及

び
自
損
事
故
と
い
う
一
方
的
な

過
失
に
よ
る
交
通
事
故
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
交
通
事
故
は
、
運

転
者
自
身
が
少
し
気
を
付
け
て

い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
時
停
止
場
所
で
の
確
実
な

一
時
停
止
、車
間
距
離
の
確
保
、

制
限
速
度
の
厳
守
な
ど
交
通
事

故
に
な
り
に
く
い
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
方
や
家
族
な

ど
か
ら
運
転
操
作
に
指
摘

を
受
け
た
方
は
、
交
通
事

故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
前

に
免
許
証
の
自
主
返
納
を
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

《
お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
》

　

岡
山
県

で
は
、
65

歳
以
上
の

方
が
免
許

証
を
自
主

返
納
し
た

場
合
、
無

料
で
﹃
お

か
や
ま
愛
カ
ー
ド
﹄
を
取
得
で

き
ま
す
。

　

お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
は
、
協

賛
店
の
路
線
バ
ス
、タ
ク
シ
ー
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
提
示
す
る
と

「
バ
ス
運
賃
の
半
額
」
や
「
料

金
の
割
引
」
な
ど
の
特
典
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

お
か
や
ま
愛
カ
ー
ド
の
取
得

の
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
や
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
可

能
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
取
得
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

《
自
転
車
利
用
者
の
方
へ
》

　

本
年
４
月
１
日
、
改
正
道
路

交
通
法
が
施
行
さ
れ
、
高
齢
者

を
含
む
全
て
の
年
齢
層
で
自
転

車
に
乗
車
す
る
際
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
ま

し
た
。

　

過
去
10
年
間
の
県
内
の
交
通

事
故
を
分
析
す
る
と
、
自
転
車

事
故
に
よ
る
死
者
の
う
ち
、
４

割
以
上
が
頭
部
を
損
傷
し
て
お

り
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
で
致

死
率
は
4
分
の
1
以
下
に
減
少

し
ま
す
。

　

命
を
守
る
た
め
に
、
自
転
車

に
乗
車
す
る
際
は
必
ず
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

《
歩
行
者
の
方
へ
》

　

薄
暮
・
夜
間
は
、
歩
行
者
は

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
見
え
に
く

く
、
交
通
事
故
の
被
害
に
遭

い
や
す
く
な
り
ま
す
。
や
む

を
え
ず
夜
道
を
歩
く
際
は
、

必
ず
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
や
夜

光
反
射
材
を
着
用
し
、
目
立

つ
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に

自
身
の
存
在
を
知
ら
せ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
道
路
の

無
理
な
横
断
は
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。

岡
山
県
警
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
先
／
岡
山
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課
☎︵
０
８
６
︶
２
３
４
ー
０
１
１
０
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︻
事
例
︼

☆
「
不
要
な
衣
服
を
買
い
取

り
す
る
」
と
業
者
か
ら
電
話

が
あ
り
訪
問
を
許
可
し
た
。

い
ざ
来
訪
す
る
と
、「
貴
金

属
は
な
い
か
」
と
長
時
間
居

座
ら
れ
た
た
め
、
仕
方
な
く

指
輪
を
見
せ
る
と
強
引
に
買

い
取
ら
れ
た
。

︻
ア
ド
バ
イ
ス
︼

·
電
話
で
不
用
品
を
買
い
取

る
と
言
い
な
が
ら
、
実
際

に
は
貴
金
属
を
強
引
に
買

い
取
る
「
押
し
買
い
」
の

ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

·
法
律
で
、
事
前
に
電
話
で

勧
誘
し
た
物
品
以
外
の
買

い
取
り
を
勧
誘
す
る
こ
と

は
違
法
で
す
。

·
契
約
後
も
書
面
の
交
付
日

を
含
め
８
日
以
内
な
ら
ク

ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
渡
し
た
も

の
が
確
実
に
戻
る
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。

·
業
者
の
来
訪
の
際
に
は
、

一
人
で
対
応
せ
ず
、
で
き

る
だ
け
近
所
の
人
や
家
族

に
同
席
し
て
も
ら
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

︻
事
例
︼

☆
突
然
訪
問
し
て
き
た
事
業

者
か
ら
「
排
水
管
を
無
料
で

点
検
す
る
」
と
言
わ
れ
了
承

し
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
ま
ま

で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
」

と
排
水
管
の
洗
浄
を
す
す
め

ら
れ
契
約
し
て
し
ま
っ
た
。

☆
近
所
で
工
事
し
て
い
る
と

い
う
事
業
者
が
来
訪
し
、「
屋

根
が
め
く
れ
て
い
る
」
と
言

わ
れ
、
屋
根
工
事
等
の
契
約

を
し
た
が
、
施
工
後
の
請
求

額
が
見
積
額
と
異
な
り
高
額

で
あ
り
納
得
で
き
な
い
。

︻
ア
ド
バ
イ
ス
︼

·
事
業
者
の
突
然
の
訪
問
に

対
し
て
は
、
事
業
者
名
や

目
的
等
を
し
っ
か
り
確
認

し
、
必
要
な
け
れ
ば
き
っ

ぱ
り
断
り
事
業
者
を
家
の

中
に
入
れ
な
い
こ
と
が
大

切
で
す
。

·
そ
の
場
で
契
約
を
せ
ず
に

複
数
社
か
ら
見
積
も
り
を

と
り
比
較
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

·
契
約
す
る
と
き
は
契
約
書

の
内
容
を
し
っ
か
り
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

·
点
検
す
る
場
合
は
、
点
検

結
果
を
冷
静
に
確
認
し
、

業
者
の
話
を
う
の
み
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

岡
山
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

不
用
品
買
取
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
‼

 

強
引
な
訪
問
販
売
に
注
意
‼

※消費者庁イラスト集より

※消費者庁
　イラスト集より

※
消
費
者
庁
イ
ラ
ス
ト
集
よ
り

『消費生活相談フォーム』による
ご相談はこちらから↑

「おかしいな」「困ったな」と感じたら、気軽にご相談ください。

相談専用：

受付時間：月～金曜日　９時～１６時
　　　　　（祝日・年末年始除く）

☎０８６ー８０３ー１１０９
　（消費者ホットライン１

い や や

８８も可）

岡山市消費生活センター
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全
国
的
に
も
、
火
災
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
火
災

に
よ
る
死
者
数
が
依
然
と
し
て

高
い
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

岡
山
市
消
防
局
管
内
に
お
い
て

も
、
毎
年
10
人
前
後
の
方
が
火

災
で
犠
牲
に
な
っ
て
お
り
、
住

宅
火
災
で
は
、
10
件
に
1
人
の

割
合
で
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
犠
牲
に
な
っ
た
年
齢

層
を
分
析
す
る
と
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
が
約
7
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
超
高
齢
化
社
会
が
進

行
す
る
中
で
、
さ
ら
に
死
者
が

増
加
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
岡
山
市
消
防
局
で

は
令
和
3
年
度
及
び
令
和
4
年

度
に
「
住
宅
火
災
に
お
け
る
避

難
に
関
す
る
検
討
会
」
を
開
催

し
、「
住
宅
火
災
に
お
け
る
最

適
な
避
難
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

　
「
な
ぜ
火
災
発
生
時
に
逃
げ

ら
れ
な
い
の
か
？
」を
Ｖ
Ｒ（
仮

想
現
実
）
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
検
証
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
行

動
面
と
心
理
面
の
両
面
で
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

⑴
行
動
面
と
心
理
面

　

行
動
面
で
は
避
難
を
阻
害
す

る
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
、
時

間
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
火
災
か
ら
避
難

す
る
た
め
に
は
、
そ
の
危
険
要

因
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
一
方
で
、
心
理
面
に
つ
い

て
は
高
齢
に
な
る
と
、
火
災
に

気
づ
い
て
も
す
ぐ
に
避
難
行
動

に
移
さ
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
自
分
を

「
知
る
」
た
め
に
、
次
の
診
断

テ
ス
ト
を
す
る
こ
と
で
タ
イ
プ

分
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

⑵
診
断
テ
ス
ト

　

行
動
面
、
心
理
面
を
そ
れ
ぞ

れ
７
問
ず
つ
と
し
て
、
そ
の
内

容
に
よ
っ
て
、
点
数
に
差
を
つ

け
て
い
ま
す
。
そ
の
合
計
点
で

タ
イ
プ
が
わ
か
り
ま
す
。

⑴
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

　

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
ス

タ
ー
ト
を
覚
知
、
ゴ
ー
ル
を
避

難
と
し
、
消

火
は
失
敗
す

る
こ
と
を
前

提
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

こ
の
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン

内
に
あ
る
行

動
は
、
過
去

の
火
災
事
例

を
分
析
し
、

被
災
者
が
よ

く
行
っ
て
い

る
行
動
に
な

り
ま
す
。
こ

の
行
動
を
も

と
に
タ
イ
プ

別
に
制
限
が

あ
る
中
、
自

分
が
行
う
行

動
を
選
択
し

て
い
く
こ
と
で
、
無
理
の
な
い

実
践
に
近
い
行
動
を
並
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
具

体
的
に
避
難
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
い
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
図
2
参
照
）

⑵
自
宅
で
避
難
訓
練

　（
我
が
家
の
避
難
行
動
）

　

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
も
と

に
、
実
際
に
自
宅
で
訓
練
を
す

る
こ
と
で
、
各
家
庭
の
最
適
な

避
難
方
法
が
確
立
し
ま
す
。
自

宅
で
避
難
訓
練
を「
実
践
す
る
」

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
。診
断
テ
ス
ト
で
自
分
を「
知

る
」、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を

「
作
る
」、
自
宅
で
避
難
訓
練
を

「
実
践
す
る
」
と
い
う
３
つ
の

自
分
事
を
行
い
、
住
宅
火
災
か

ら
の
避
難
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
で
、
各
家
庭
の
最
適
な
避
難

方
法
が
確
立
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

岡
山
市
消
防
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

1
な
ぜ
、
火
災
か
ら

　
逃
げ
ら
れ
な
い
の
か

2
ど
う
す
れ
ば
火
災
か
ら

　
命
を
守
れ
る
の
か

図
1　

火
災
か
ら
命
を
守
る
４
タ
イ
プ
診
断
テ
ス
ト

↖
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今
回
ご
紹
介
し
た
「
住
宅
火

災
に
お
け
る
避
難
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
も
と
に
作
成
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
住
宅
火
災
か
ら

の
避
難
に
つ
い
て
考
え
る
」
を

岡
山
市
消
防
局
で
配
布
を
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
／
岡
山
市
消
防
局
消
防
総
務
部
予
防
課
予
防
企
画
係

☎︵
０
８
６
︶
２
３
４
ー
１
１
９
９ パンフレット

「住宅火災からの避難について考える」

図 2　マイタイムライン
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救
急
車
が
街
中
を
走
っ
て
い

る
シ
ー
ン
を
見
か
け
た
こ
と
が

な
い
方
は
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
今
回
は
こ
の
救
急
車
の
費

用
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

救
急
車
の
価
格
で
す
が
、
一

般
的
に
市
町
村
な
ど
の
地
方
自

治
体
が
購
入
し
て
い
る
救
急
車

は
高
規
格
の
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク

と
呼
ば
れ
て
い
る
車
種
で
、
ベ

ー
ス
の
基
本
価
格
は
だ
い
た
い

１
１
０
０
万
円
か
ら
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。
救
急
車
は
１

台
１
台
が
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
価

格
は
車
体
の
み
の
価
格
と
な
っ

て
お
り
、
医
療
装
備
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。
車
体
だ
け
で
は

救
急
救
命
活
動
が
で
き
ず
、
医

療
装
備
、
電
源
な
ど
の
た
く
さ

ん
の
装
備
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
こ
の
装
備
価
格
が
車
体
価

格
に
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
救

急
車
を
実
際
に
運
用
で
き
る

形
に
し
た
状
態
で
の
乗
り
出

し
価
格
で
す
が
、
熊
本
市
が

使
用
し
て
い
る
救
急
車
の
価

格
は
、
１
台
約
２
９
０
０
万

円
と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

(https://higom
aru-call.

jp
/fa

q
/C

C
F

a
q

D
eta

il.
asp?id=

590)

。
東
京
消
防

庁
が
２
０
２
０
年
に
導
入
し
た

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
救
急
車

は
１
台
８
０
０
０
万
円
を
超
え

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
写

真
は
東
京
消
防
庁
の
Ｅ
Ｖ
救
急

車
で
す
（
東
京
消
防
庁
の
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
よ
り
転
載
）。
そ

の
高
価
な
救
急
車
の
耐
久
性
に

つ
い
て
は
、
概
ね
８
年
ま
た
は

走
行
距
離
15
万
㎞
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

救
急
車
の
消
防
署
か
ら
の

出
動
は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
し
ょ
う
か
。
以
下
の
グ
ラ

フ
は
、
岡
山
市
の
救
急
車
の

出
動
回
数
を
表
示
し
て
い
ま

す
。
岡
山
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
の
転
載
で
す
（https://

w
w

w
.city.o

k
a

ya
m

a
.jp

/
s

h
is

e
i/0

0
0

0
0

0
4

3
5

0
.

htm
l

）。

　

日
本
で
は
、
救
急
車
の
運
用

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
費
用
は
私

た
ち
の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
救
急
車
が
１
回
出
動
す
る

の
に
必
要
な
経
費
は
諸
経
費

こ
み
で
お
よ
そ
４
万
５
千
円

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
岡

山
市
だ
け
で
令
和
４
年
の
１

年
間
に
救
急
車
の
運
用
費
に

約
16
億
２
０
０
０
万
円
の
税

金
が
投
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
救

急
車
の
運
用
に

い
か
に
多
く
の

費
用
が
費
や
さ

れ
て
い
る
か
が

お
わ
か
り
に
な

る
か
と
思
い
ま

す
。
さ
ら
に
こ

の
救
急
出
動
件

数
の
グ
ラ
フ
を

も
う
少
し
詳
し

く
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
救
急
搬

送
総
数
の
約
３

分
の
２
は
急
病

に
よ
る
搬
送
で

す
。
そ
の
過
半

数
が
高
齢
者
の

急
病
に
対
す
る

救
急
搬
送
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

救
急
搬
送
さ

れ
な
い
た
め
に

は
健
康
に
長
生

き
す
る
、
す
な

わ
ち
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
生

活
習
慣
に
気
を
つ
け
て
健
康
に

長
生
き
し
た
い
も
の
で
す
。

救急車の費用は
　いくらですか？
心臓病センター榊原病院�心臓病センター榊原病院�
心臓血管外科心臓血管外科

副院長　副院長　吉鷹　秀範吉鷹　秀範

医療コラム医療コラム
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◆
俳　

句笹
ヶ
瀬
老
人
ク
ラ
ブ　

大
上　

末
野

浮
雲
を
乘
せ
た
稜
線
夕
日
に
映
ゆ

畦
道
を
行
き
つ
戻
り
つ
田
ご
し
ら
え

マ
ス
ク
と
り
満
面
笑
顔
入
学
式

曽
根
老
人
ク
ラ
ブ　

若
松　

俊
子

コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
笑
顔
の
入
学
式

マ
ス
ク
な
し
笑
顔
は
じ
け
る
新
学
期

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
タ
カ
タ
う
た
う
子
は
宝

◆
短　

歌
城
東
台
さ
つ
き
会　

鈴
木　

雄
二

わ
が
ワ
ラ
ビ
を
楽
し
み
に
待
つ
人
あ
り
て

　

二
度
目
を
行
け
ば
ま
だ
生
え
る
か
と
き
く

浅
漬
け
の
素
に
て
漬
物
を
つ
く
る
こ
と

　

覚
え
て
漬
け
る
茄
子
・
胡
瓜
な
ど

道
の
駅
に
友
が
出
荷
の
玉
葱
あ
り
ぬ

　

元
気
で
野
菜
を
つ
く
り
い
る
ら
し

城
東
台
さ
つ
き
会　

若
林
と
し
子

前
山
の
雑
木
芽
吹
き
て
春
彼
岸

　

逝
き
た
る
夫
よ
い
ま
ど
の
あ
た
り

夫
逝
き
て
何
す
る
事
も
な
く
た
だ
聴
き
を
り

　
「
男
と
女
」
と
井
上
陽
水
と

淡
々
と
夫
の
存
在
が
消
え
て
ゆ
く

　

遺
品
整
理
と
い
ふ
名
の
も
と
に

曽
根
老
人
ク
ラ
ブ　

若
松　

俊
子

生
き
る
と
は
草
木
と
共
に
過
ご
す
こ
と

　

花
が
咲
い
た
り
実
を
結
ん
だ
り

九
十
の
夫つ
ま

は
や
さ
し
く
猫
抱
い
て

　

大
江
健
三
郎
雛
の
日
に
逝
く

桃
が
咲
き
桜
も
咲
い
て
マ
ス
ク
と
り

　

ペ
ダ
ル
も
軽
く
新
学
期
の
日

悠
々
ク
ラ
ブ　

寳
藏　

史
朗

雨
上
り
牧
野
植
物
園
の
生
き
物
は

　

斜
面
に
拡
が
り
明
る
い
青
さ

街
を
抜
け
五
台
山
の
頂
き
に

　

竹
林
寺
と
牧
野
植
物
園
と
の
道
別
れ

何
年
も
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
陽
に
あ
た
り

　

耐
え
て
竹
筒
樹
脂
管
を
守
る

清
涼
会　

林　

金
太
郎（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

里
山
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
園
児
行
く

　

竹
の
子
つ
く
し
平
和
よ
続
け

コ
ブ
シ
咲
き
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
咲
き
花
水
木

　

春
を
満
喫
我
が
家
の
庭
で

八ヤ

ソ十
路
ま
で
一
生
懸
命
生
き
て
き
た

　

昭
・
平
・
令
和
思
い
出
多
し
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今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
も
終
わ
り
、
世
間
は
す
っ
か

り
仕
事
モ
ー
ド
？　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
感
染
症

法
上
の
位
置
付
け
が
２
類
か
ら

５
類
に
移
行
し
、
マ
ス
ク
着
用

の
義
務
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
ウ
ィ
ル
ス
の
性
質

が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

免
疫
力
の
弱
い
人
、
高
齢
者
の

人
々
な
ど
、
感
染
に
用
心
し
た

方
が
い
い
人
た
ち
は
油
断
し
て

は
い
け
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
て
い
て
、
私
た

ち
病
院
勤
務
の
職
員
も
マ
ス
ク

着
用
を
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
と
は
い
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
、
蔓
延
か
ら
３

年
余
り
、
や
っ
と
新
た
な
ス
テ

ー
ジ
で
す
。
こ
の
ま
ま
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
よ
う
な
対
応
に
な

れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　

３
年
の
間
に
世
の
中
は
随
分

と
変
わ
り
ま
し
た
。
身
近
で
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
Ｗ

Ｅ
Ｂ
講
演
会
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
講
演
会
の
会

場
に
行
か
な
く
て
も
最
新
の
情

報
な
ど
聴
く
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
4

月
、
東
京
で
開
か
れ
た
日
本
内

科
学
会
総
会
に
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
現
地
で
聴
け
た
講
演
は

半
日
く
ら
い
で
、
今
ま
で
は
そ

れ
で
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

５
月
末
ま
で
は
こ
の
総
会
で
行

わ
れ
た
様
々
な
講
演
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
視
聴
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
時

間
が
あ
る
時
は
利
用
し
て
い
ま

す
。
最
近
の
内
科
各
分
野
の
目

覚
ま
し
い
発
展
、
特
に
理
論
に

基
づ
い
た
治
療
薬
の
開
発
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

認
知
症
の
新
た
な
治
療
薬
に

つ
い
て
の
講
演
も
あ
り
ま
し

た
。
認
知
症
の
原
因
の
中
で
そ

の
半
数
以
上
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
と
言
わ
れ
、
脳
の

中
で
は
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
と
呼
ば

れ
る
た
ん
ぱ
く
質
が
脳
の
神
経

細
胞
の
外
側
に
蓄
積
す
る
こ
と

が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
と

み
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
度
、
日

本
の
製
薬
会
社(

エ
ー
ザ
イ)

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
ア
ミ
ロ
イ

ド
β
が
塊
と
な
る
前
段
階
の
プ

ロ
ト
フ
ィ
ブ
リ
ル
に
対
す
る
抗

体(

抗
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
抗
体
、

レ
カ
ネ
マ
ブ)

が
開
発
さ
れ
、

ヒ
ト
に
有
効
で
あ
る
と
証
明
さ

れ
、
今
年
１
月
に
Ｆ
Ｄ
Ａ(

米

国
食
品
医
薬
局)

で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
で
も
厚
生
労
働

省
に
承
認
申
請
が
出
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
レ
カ
ネ
マ
ブ
、
ど
の
よ

う
な
人
に
恩
恵
が
あ
る
の
で
し

ょ
う
か
。
軽
度
認
知
機
能
障
害

（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の
人
や
軽
度
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
人
た

ち
が
そ
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
詳
し
い
検
査
を
受
け

て
頂
い
て
脳
の
中
に
ア
ミ
ロ
イ

ド
β
が
溜
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

証
明
で
き
て
い
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。
副
作
用
と
し
て
は
12
・

６
％
の
人
で
脳
が
腫
れ
た
り
、

17
・
３
％
の
人
で
脳
出
血
が
確

認
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
多

く
の
人
に
自
覚
症
状
は
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。効
果
と
し
て
は
、

レ
カ
ネ
マ
ブ
を
2
週
間
に
一
度

点
滴
を
し
て
18
か
月
後
に
認
知

機
能
を
調
べ
て
、
27
％
ほ
ど
そ

の
悪
化
が
抑
え
ら
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。

　

米
国
で
の
薬
価
は
一
人
当
た

り
年
間
約
３
６
０
万
円
だ
そ
う

で
、
こ
れ
が
厚
労
省
で
承
認
、

つ
ま
り
公
的
医
療
保
険
で
賄
う

こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
検

討
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
つ
い
最
近
、
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
る
も
の
が
日
本
に

も
登
場
し
て
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー
が
入
力
し
た

質
問
に
対
し
て
、
ま
る
で
人
間

の
よ
う
に
自
然
な
対
話
形
式
で

Ａ
Ｉ
が
答
え
る
チ
ャ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
と
の
こ
と
で
、
こ
の
よ
う

な
人
工
知
能
の
進
歩
に
よ
り
、

医
学
・
医
療
の
み
な
ら
ず
、
世

の
中
全
体
が
大
き
く
変
わ
っ
て

い
き
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

苦
し
か
っ
た
コ
ロ
ナ
の
次
は
ワ

ク
ワ
ク
す
る
時
代
が
待
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

新 た な 時 代 へ

岡山赤十字病院・精神神経科岡山赤十字病院・精神神経科
岡山市認知症疾患医療センター岡山市認知症疾患医療センター

センター長　センター長　中島　　誠中島　　誠

医療コラム医療コラム
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はがきに答え、住所、氏名、電話
番号を必ず明記の上、岡山市老人ク
ラブ連合会事務局までお送りくださ
い。正解者には抽選でレスパール
藤ケ鳴さまのご厚意により、1,000
円相当のお買い物券を５名様にお送
りします。

提供：レスパール藤ケ鳴懸賞つき！

宛先：〒700－8546 岡山市北区鹿田町一丁目１－１ 岡山市保健福祉会館９階
　　　　　　　 岡山市老人クラブ連合会事務局

応募締め切り：
令和５年8月31日（当日消印有効）

◎問題　�タテとヨコのカギを解いて、
ＡＢＣＤＥＦに入ることば
を見つけてください。

タテのカギ
物事がよくわかるように、詳しく説明すること
火事が消えること
健康維持を目的とした運動
雨降りの空。雨が降る日
牛・豚などの舌の肉
海の幸がいっぱいのどんぶり料理
武道や囲碁・将棋などで、１級の次に最初に獲得する位
一般に親が子どもなどに規律や礼儀作法などを教えること
貨幣に使われた3種類のコインや判など。金貨、○○○、銅貨
三重県にあるスペインの町並みを再現した娯楽施設とい
えば○○スペイン村

1
2
4
5
6
8
11
12
13
14

ヨコのカギ
値打ち。品物の良し悪し
ある歌を別の歌詞を当てはめた歌
13〜16世紀、現在の南米ペルーを中心に繁栄した○○○帝国
文の終わりにつく「。」はなに？
人類が共有する文化や自然などが対象で、ユネスコが認
定・登録するもの
一般的に水深 200メートルより深い海域に住む魚類を指す
空気中にふくまれる水分の量のわりあいのことで、○○○計
で測ります
すりつぶしたペースト状の枝豆を餡に用いた和菓子。
宮城県などで有名な○○○餅
「弱いのに○○○○だけは強い」
するどい人は何が冴えてる？

1
3
7
9
10

12
14

15

16
17
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こ
の
た
び
は
「
桃
太
郎
シ
ニ
ア
岡
山
」
第
93
号
の
発
刊
に
対

し
、
広
告
掲
載
の
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
紙
は
今
後
も
紙
面
を
通
じ
て
市
老
連
活
動
や
各
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
な
ど
を
会
員
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま

に
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
交
流
、
地
域
社
会
と
の

連
携
を
広
げ
る
広
報
紙
と
し
て
さ
ら
に
紙
面
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
本
紙
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
引
き
続
き

ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご協賛いただいた皆様へ
御　礼

▼
暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
桃
太
郎
シ
ニ
ア
岡
山
第
93
号
」
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。
▼
発
刊
に

あ
た
り
ま
し
て
、
会
員
皆
さ
ま
の

ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
▼
８
月
か
ら
岡
山
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。
事
業
案

内
や
活
動
報
告
な
ど
を
掲
載
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
10
面

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
▼
こ
れ
か

ら
も
、
皆
さ
ま
の
元
気
な
姿
や
楽

し
い
ク
ラ
ブ
活
動
の
様
子
を
ご
紹

介
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
ま
す
の

で
、
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編

後
集

記

　『桃太郎シニア岡山』94号発
行に向けて、会員の皆さま方か
らの投稿をお願いします。
　文芸「詩・短歌・俳句・川柳」、
また、単位クラブの活動状況、
身近な出来事などの投稿をお待
ちしております。
　原稿には①所属老人クラブ②
氏名をご記入の上、関連写真・
資料などを添付してください。

　分量は400字詰め原稿用紙２
枚以内。文芸は３句（首）まで。
なるべく原稿用紙を使用してく
ださい。なお、原稿や写真・資
料などは返却できません。
　また、編集の都合上、多少の
修正や長文などはカットする場
合があることをご了承ください。
▶次号94号 令和６年１月発行
▶ 原稿締切 10月13日㈮

　大きなひまわり（直径25㎝程）の写真を撮っていると、「アゲハ蝶」が遊びに来
てくれました。人懐っこい様子で、しばらく私の目を楽しませてもらいました。

素敵な写真をお待ちしております！
「桃太郎シニア岡山」の表紙写真を募集します。風景や花、鳥など
お気に入りの写真がございましたら、下記の市老連事務局までご
連絡ください。 ☎０８６-２３２-１１０２

原
稿
を
募
集
し
ま
す
！

１面 写真説明　北区牟佐地区の畑で逢った
　　　　　　　　　　「ひまわりとアゲハ蝶」

《写真提供：瀧本　幸弘（宿老友クラブ）》

〈
文
化
教
養
部
会
〉

部

会

長　

入
澤　

桂
子

副
部
会
長　

古
好　

秀
男

部

会

員　

瀧
本　

幸
弘

　
　
　
　
　
　
　

島
村　

剛
充

　
　
　
　
　
　
　

石
田　

恵
三

　
　
　
　
　
　
　

守
屋
八
洲
夫

　
　
　
　
　
　
　

田
宮　

義
行

　
　
　
　
　
　
　

川
合　
　

宏

　
　
　
　
　
　

曽
我　

堯
一

　
　
　
　
　
　
　

塚
田
千
代
子

　
　
　
　
　
　
　

羽
場　

節
子

　
　
　
　
　
　
　

藤
井
タ
カ
子

　
　
　
　
　
　
　

大
森
登
美
子

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。


